
YNU-SPRING 副専攻プログラム内容案内 
 

YNU-SPRING 副専攻プログラムを修了するためには、図 1 に示す講義、イベント群のコアプログラム

をすべて履修、参加し、また、3つのアドバンスプログラムのうち1つを選択し履修する必要があります。

なお、SPRING 学生以外の履修生は、下図の推奨履修年次以外での履修も可能です。 
 

 

図 1 YNU-SPRING 副専攻プログラムのコンテンツ一覧（SPRING 学生の推奨履修学年） 

 

1．コアプログラム 
(1)グローバルワークショップ 
2 年次：１週間イベント 
「国際多様性」涵養のためのコアプログラムとして、学生主体の国際ワークショップを海外連携大学

において開催する。著名な研究者による話題提供をもとに、外国人学生とともに、グループワークを

行い、国際的な舞台で協働を行う能力を研鑽する。  
YNU-SPRING 学生の 2 年生は参加必須とする。また、当該学生以外の博士課程後期学生を参加

可能とするが、これら学生の海外渡航費は、各指導教員の負担又は自費とする。今後は、JASSO奨学金、

JSPS 世界展開力強化事業（YOKOHAMA SKIP プログラム）、外部資金等の活用により、博士課程

後期学生を年々増加させる。渡航先は、学術交流協定を締結している海外の大学、特に本学と大学間

交流協定があり留学生の多い ASEAN 地域の大学（ダナン大学（ベトナム）、プリンス・オブ・ソンクラ



大学（タイ）等）を中心とする。 
なお、SPRING 学生には、プログラム経費から海外渡航費を支給する。また、SPRING 学生以外の

学生が参加する場合には、JASSO奨学金、JSPS世界展開力強化事業（YOKOHAMA SKIPプログラム）

からの海外渡航費支給される場合もあるため、オリエンテーションには必ず参加すること。 
 

(2)産学インターンシップ 
2 年次：1－2 週間  
「社会多様性」涵養のためのコアプログラムとして実施する短期から中期の産学インターンシップに

参加する。キャリアサポートセンターにおいて募集している企業が提供する専門活用型のインターン

シップが本プログラムのインターンシップとして望ましい。 
 

（3）サステナブルイノベーション論 
1 年次：1 単位講義 

「学術多様性」涵養のためのコアプログラムとして「サステナブルイノベーション論」を開講する。

ダイバーシティ＆インクルージョン、ELSI だけでなく国際規格、国際標準などの法整備に関する

イノベーションが普及した際に考慮しなければならないインクルーシブ社会への理解力を高める。 
 

(4)リーダーシップリテラシー 
1 年次：1 単位講義 
トランスフラァブルスキルの中でも課題を整理、分割し、マイルストーンを設定するなどのプロジェクト

計画能力や他者へ自身のアイデアを効率よく説明する際に必要となるコピーライティング能力、図表

のデザイン能力を養成する必須科目を開講する。 
講義では研究者倫理講習を実施し、学外有識者に対してエレベータトーク（最大 3 分間の資料なし

のショートプレゼンテーション）のコンペディションも実施する。なお、YNU-SPRING 学生は、APRIN 
e ラーニングプログラムの履修も行う。 
さらに、履修次年度には、学部新入生に向けて自身の研究概要をプレゼンテーションし、本講義の

学修効果の測定を行う。 
 

(5)情報・データサイエンス系科目 
1 年次：2 単位 

情報工学 EP などで実施している情報教育強化科目の到達目標と同等の講義を履修する。学部

もしくは博士課程前期で履修済である場合は、情報系科目と成績振替により履修済と判定する。 
 

(6)ファシリテーション研修 
1 年次：1 日イベント 
外部講師による 1 日のファシリテーション研修に参加し、アイスブレーク、ワークショップの方法など

について必要事項を学習する。その後の少人数でのグループワークを実施し、他者との協同作業を

体験する。また、国際的な舞台でのファシリテーションやコミュニケーションで必要な英語についても

実習を行う。 



 
 

(7)キャリアデザイン I,II（講義名：博士学生のためのキャリアデザインⅠ・Ⅱ） 
1 年次～：各 1 単位講義 
自分理解のためのキャリアアンカー、エコグラムなどの手法で自己分析を行い、自分自身の能力や

スキルを整理する。企業や研究機関などの最先端で活躍するリーダー人材から直接、企業での研究

開発について聞くことで、自分のキャリア選択に役立てる。博士人材として身につけたい交渉学や

知財マネジメント、プレゼンテーション力などジェネリックスキルを修得し、特に専門家以外への研究

プレゼンテーションの演習を行い、自己表現力を向上させる。 
 
(8)キャリアパスフォーラム 
1－3 年次：1 日イベント 
博士課程後期学生のポスターセッション、企業の個別相談会を実施する。「博士学生のためのキャリア

デザイン I,II」でのプレゼンテーション演習により作成した研究紹介プレゼンテーションを、企業での

実務経験のある教員複数名がブラッシュアップして、企業の博士採用に関わる研究部門、人事担当者

向けにポスターセッションを行う。個別相談会では、企業ごとにブースを設け、時間を区切って複数回

のターンの面談を行い、1 社あたりの学生数制限を設けることで、一般的な会社説明ではなく、個別

対応が可能となる。このマッチングイベントに参加することで、自身のキャリア啓発を行う。 
 
2．アドバンスドプログラム 
(1)長期滞在型海外インターンシップ 
2－3 年次：2 か月以上 
研究指導教員からアドバイスを受けながら訪問先を選択し、事前に訪問先メンターと交渉し、研修

内容や滞在期間など研修計画の立案を自身で行う。また、海外インターンシップ終了後、全体報告会

にて、研修期間内に得た研究成果や、人的交流、異文化との交流経験を報告する。 
なお、SPRING 学生は、渡航滞在費用としてプロジェクト実施経費等から最大 250 万円の支給が

ある。 
 
(2)長期滞在型産学インターンシップ 
2－3 年次：2 か月以上 

ジョブ型研究インターンシップ（タイプ４）のインターンシップ登録によるマッチングで高度専門型

インターンシップを実施する。インターンシップ先の選定は、プロジェクト運営チームが校友会と連携し

開催する産学連携マッチングイベントにより行う。訪問先のメンターと事前に交渉を行い、研修内容

や滞在期間などの研修計画の立案を自身が行う。インターンシップ終了後は、全体報告会にて研修

期間内に得た研究成果や、人的交流、異文化との交流経験を報告する。 
 
(3)サステナブルイノベーション協働研究推進プロジェクト 
2－3 年次：約 1 年間 
専門と学年を超えた複数の学生がグループとなって解決すべき課題発見と解決を思考する協働



研究プロジェクトを企画、提案し、優れた協働研究の提案・実施には、追加の研究費をグループに

配分する。（100 万円もしくは 200 万円）また、協働研究プロジェクト終了後には、全体報告会にて、

得られた研究成果を報告する。 


